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研究成果の概要（和文）：本研究は、地域活性化を目的とした産学官連携による起業家育成プログラムを通じ、
都市と地方をつなぐ人的ネットワークの効果的な構築手法を実証的に検討した。特に、社会課題の解決といった
共通目的の言語化が、地域内外におけるネットワークの形成と結束を促進することを明らかにした。さらに、都
市部から参加する起業家が地域に新たな視点をもたらし、地域内の企業間で新たな協力関係を誘発し、地域イノ
ベーションを加速させるメカニズムを解明した。また、デザインプロセスにおける生成AI技術の活用可能性を実
証的に示すと共に、起業支援事業の実証ツールとしてのクラウドファンディング導入と内部収益率による事業評
価の有効性を提示した。

研究成果の概要（英文）：This study empirically examined effective methods for constructing human 
networks that connect urban and rural areas through an industry-academia-government collaborative 
entrepreneurship development program aimed at regional revitalization. In particular, it clarified 
that articulating shared objectives -such as solving social issues- facilitates the formation and 
cohesion of networks both within and across regions. Furthermore, the study elucidated the mechanism
 by which entrepreneurs from urban areas introduce new perspectives, thereby stimulating new 
collaborative relationships among local businesses and accelerating regional innovation. In 
addition, the study demonstrated the potential of generative AI technologies in design processes, 
and presented the effectiveness of utilizing crowdfunding as a practical tool for entrepreneurial 
support and evaluating projects using internal rate of return (IRR).

研究分野：イノベーション、アントレプレナーシップ、経営戦略
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、都市部からの「ヨソモノ」が、社会課題の解決といった共通目的の言語化を通じて地域
のプレーヤーとの人的ネットワークを拡張するだけでなく、地域内プレーヤー間の結束にも寄与するというメカ
ニズムを実証的に明らかにした点にある。社会的意義としては、都市部の人材やアイデアを地方へ還流させるこ
とにより、地域間格差の縮小や地域イノベーションの促進に貢献する実践的手法を提示した点が挙げられる。さ
らに、起業支援事業の実証ツールとしてクラウドファンディングを導入する有効性や、内部収益率（IRR）を活
用した事業継続評価の可能性を提示した点も、地域政策や支援制度の設計に対して実践的示唆を与える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

（１）近年、日本では地方都市における人口減少や経済の停滞が深刻化しており、地域活性化お
よび SDGs（持続可能な開発目標）の達成が重要な課題となっている。一方で、イノベーション
を牽引する企業活動は都市部に集中しており、地方との格差は拡大の一途をたどっている。新型
コロナウイルス感染症の拡大を契機に、一部企業では地方への移転や業務分散の動きが見られ
たものの、都市と地方間の人的ネットワークの形成は依然として限定的である。このような状況
を踏まえると、地域創生を実現するには、地域内部の力だけでなく、都市部からの外部人材（い
わゆる「ヨソモノ」）との連携を強化し、イノベーション創出を促すネットワークの構築が不可
欠である。 

（２）また、地域創生や起業的人材の育成手法として、産学官連携を軸としたプロジェクト・ベ
ースド・ラーニング（PBL）が注目されている。これは地域の特性を活かした実践的教育手法と
して期待されているが、従来の PBL では地域経済に対する直接的影響の評価が不十分であり、
定量的根拠の欠如が課題となっている。さらに、研究開始後の 2022 年以降、生成 AI 技術（た
とえば ChatGPT など）が急速に発展・普及し、デザインプロセスや新規事業創出、課題解決の
分野でその有効性が注目されているが、実際の教育現場や地域活性化の現場における活用効果
や限界は、十分に検証されていないのが現状である。 

（３）このような背景のもと、本研究では福知山公立大学が実施する産学官連携型の「NEXT 産
業創造プログラム」を対象に、PBL を通じた人的ネットワークの形成および発展過程と、地域
経済への具体的影響を定量・定性的に評価する。同時に、生成 AI を活用した新たな起業家教育
手法を提案し、その実践的有効性を検証することを目的とした。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、福知山公立大学が実施する産学公連携型の「NEXT 産業創造プログラム」を通
じて、以下の事項を明確かつ実証的に評価、検証することである。 

（１）プログラムを通じて構築された人的ネットワークの特性を分析し、地域内および地域間に
おけるネットワーク形成の持続性や、効果的な連携モデルを明らかにすること。 

（２）実施されたプロジェクトが地域経済に与える影響について、内部収益率（IRR）などの経
済的指標を用いて定量的に評価し、産学官連携型 PBL を中核とする起業支援事業が、地域活性
化政策として有効であることを示すこと。 

（３）デザインリサーチおよび商品開発プロセスに生成 AI を導入することで、プロセスの効率
化、創造性の向上、課題解決の精度向上といった効果を実証し、生成 AI を活用した新たな教育
手法および評価手法の実践的可能性を検討すること。 

 

３．研究の方法 

本研究は、以下のような具体的な方法を用いて実施した。 
（１）NEXT PBLの展開 
福知山公立大学が主催する産学官連携型「NEXT産業創造プログラム」を 4年間にわたり実施し、
都市部を含む各地域からの受講生と、地域の企業や自治体が協働で地域課題解決プロジェクト
に取り組んだ。プログラム参加者は、約 6か月間の期間中に新規事業企画、マーケティング、製
品開発などを行い、これらの成果を最終的に発表した。 
（２）人的ネットワーク分析 
プログラム参加者間および地域企業・自治体等との間に形成された人的ネットワークについて、
参加者間の相互作用や協力関係を詳細なインタビューにより定性的に分析した。 
（３）経済効果分析 
プログラムによる地域経済への影響を評価するため、内部収益率（IRR）を用いて経済的インパ
クトを測定した。特に、クラウドファンディングによって得られた資金調達状況や、製品・サー
ビスの市場投入後の成果を基に分析を行った。 
（４）生成 AI技術の導入 
プログラム内で実施したデザインリサーチや新商品開発において、ChatGPT などの生成 AI ツー
ルを導入し、その効果を検証した。具体的には、AIとの対話方法（プロンプト設計）や出力内容
の評価・修正を繰り返すことで、創造性や業務効率の向上への寄与を実証的に評価した。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は以下の通りである。 
（１）人的ネットワーク形成 
地域内外で、持続的かつ効果的な人的ネットワークが形成された。特に、地域外からの参加者
（「ヨソモノ」）が地域に新たな視点や技術をもたらし、新たな連携や協働プロジェクトの創出が
促進された。加えて、外部人材が社会課題解決という共通目的に共感し、地域の多様なプレーヤ
ーとネットワークを築くと同時に、これまで相互に接点のなかった地域プレーヤー同士の関係
構築と結束が進み、地域内部の力が強化されるプロセスが明らかとなった。さらに、社会課題の



解決といった共通目的を「言語化」することで形成された地域内ネットワークは、その質的転換
を伴いながら結束を深め、共通目的の拡張が地域間ネットワークの拡充へとつながる可能性が
示唆された。 
（２）地域経済への影響評価 
起業支援事業において、クラウドファンディングの導入が実証ツールとして有効であること、ま
た内部収益率（IRR）による事業評価が効果的であることが確認された。さらに、ベンチャー投
資で用いられる割引率を活用した「修正リスク中立確率」の概念を提示し、事業継続判断の定量
化可能性についても示唆した。 
（３）生成 AI活用の有効性 
生成 AIは、問題の発見・定義の段階のみならず、解決策の収束段階においても貢献できること
が明らかとなった。特に、ペルソナ設定、市場分析、意思決定の効率化において有効である一方、
AIの出力にはばらつきがあり、人間の介在が不可欠であることも示された。 
具体的には、①「賢い質問」（的確なプロンプト設計）、②「判断の統合」（客観データや既存知
識との照合）、③「相互学習」（段階的フィードバックによる精度向上）といった要素が重要であ
り、これらは生成 AIの記号接地問題を補完するプロセスとして位置づけられる。 
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